
(57)【要約】

【課題】半導体基板上に順番に各機能部を積み上げるこ

となく、また、画素電極間の隙間から入射光がトランジ

スタ部に入り込まない反射型液晶表示素子を作製する反

射型液晶表示素子の作製方法及び反射型液晶表示素子を

提供する。

【解決手段】配線基板５と貼り付けたアクティブマトリ

クス基板１３の研磨を行い所定厚さにし配線基板５とと

もに、アクティブマトリクス基板１３が貼り付けられた

研磨台の領域以外のワックスを除去し、アクティブマト

リクス基板１３上に真空蒸着を行って第１配向膜１６を

形成し、予め光透過性基板２０上に光透過性共通電極１

９、第２配向膜１８を積層して、第２配向膜１８と第１

配向膜１６とを所定の間隙で光透過性基板２０とアクテ

ィブマトリクス基板１３とを配置させ、所定の間隙に液

晶層を注入し、貼りあわされた光透過性基板２０、配線

基板５及びアクティブマトリクス基板１３を研磨台から

剥離する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 配 線 基 板 上 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 貼 り 合 わ せ た 後 、 第 １ 配 向 膜 、 液 晶 層 、 第 ２
配 向 膜 、 光 透 過 性 共 通 電 極 、 光 透 過 性 基 板 を 順 次 積 層 す る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法
に お い て 、
　 前 記 配 線 基 板 側 を 研 磨 台 に ワ ッ ク ス を 用 い て 貼 り 付 け 、
　 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 研 磨 を 行 っ て 所 定 厚 さ に し た 後 、 有 機 溶 剤 処 理 に よ っ
て 、 配 線 基 板 と と も に 、 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 が 貼 り 付 け ら れ た 前 記 研 磨 台 の 領
域 以 外 の 前 記 ワ ッ ク ス を 除 去 し 、
　 次 に 、 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 上 に 常 温 で の 真 空 蒸 着 を 行 っ て 第 １ 配 向 膜 を 形 成
し 、
　 予 め 前 記 光 透 過 性 基 板 上 に 前 記 光 透 過 性 共 通 電 極 、 前 記 第 ２ 配 向 膜 を 積 層 し た も の を 用
意 し 、 前 記 第 ２ 配 向 膜 と 前 記 第 １ 配 向 膜 と を 所 定 の 間 隙 を 有 し て 前 記 光 透 過 性 基 板 と 前 記
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 対 向 配 置 さ せ た 後 、 前 記 所 定 の 間 隙 に 前 記 液 晶 層 を 注 入 し 、
　 次 に 、 貼 り あ わ さ れ た 前 記 光 透 過 性 基 板 、 前 記 配 線 基 板 及 び 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス
基 板 を 前 記 研 磨 台 か ら 剥 離 し て 作 成 す る こ と を 特 徴 と す る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
 読 み 出 し 光 に 応 じ た 電 気 信 号 に よ り 変 調 を 行 っ た 後 液 晶 層 で 光 変 調 を 行 い 、 更 に 、 反 射
画 素 電 極 で 反 射 し て 取 り 出 さ れ た 画 像 光 に よ り 表 示 を 行 う 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、
　 表 面 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、 前 記 基 板 の 裏 面 と の 間 に 所 定 の 間 隙 を 有
し て 対 向 配 置 さ れ た 透 明 基 板 と 、 前 記 所 定 の 間 隙 に 挿 入 さ れ た 前 記 液 晶 層 と 、 か ら な る こ
と を 特 徴 と す る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 に 係 り 、 特 に 光 源 光 を 反 射 さ せ て 画 像 を 表 示 す る 際 に 乱 反
射 光 の 生 じ な い 、 高 解 像 度 で 高 画 質 な 表 示 画 像 を 得 る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 及 び
反 射 型 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
 従 来 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 は 、 半 導 体 基
板 上 に ト ラ ン ジ ス タ 部 、 配 線 部 、 液 晶 構 成 部 と 順 に 積 み 上 げ て 各 機 能 部 分 を 形 成 し て い た
。
 図 ５ に 、 こ の 従 来 の 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に よ る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 概 要 を
示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
 図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 １ ０ ０ は 、 配 向 膜 間 に 電 圧 を か け る こ と に
よ り 液 晶 の 配 列 を 制 御 し て 表 示 す る 画 像 に 応 じ た 反 射 光 を 生 成 す る 液 晶 構 成 部 １ ０ １ と 、
液 晶 構 成 部 １ ０ １ に 加 え る 電 圧 供 給 路 を 形 成 す る 配 線 部 １ ０ ２ と 、 表 示 す る 画 像 に 応 じ た
配 向 膜 間 に 加 え る 電 圧 を 生 成 す る ド レ イ ン 、 ソ ー ス 、 ゲ ー ト 、 静 電 容 量 か ら な る ト ラ ン ジ
ス タ 部 １ ０ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 １ ０ ０ を 構 成 す る 、 液 晶 構 成 部 １ ０ １ は 、 液 晶 を 保 護 す る 透 明 基 板
１ ０ ４ と 、 配 向 膜 に 電 圧 を 加 え る 透 明 電 極 １ ０ ５ と 、 液 晶 の 配 列 を 制 御 す る 配 向 膜 １ ０ ６
と 、 加 え ら れ た 電 圧 に よ り 配 列 が 制 御 さ れ 透 過 率 が 変 動 す る 液 晶 １ ０ ７ と 、 画 素 電 極 か ら
電 圧 を 加 え ら れ 液 晶 の 配 列 を 制 御 す る 配 向 膜 １ ０ ８ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
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 そ し て 、 配 線 部 １ ０ ２ は 、 画 素 単 位 で 配 向 膜 １ ０ ８ の 電 圧 を 制 御 す る 画 素 電 極 １ ０ ９ と
、 画 素 電 極 間 の 漏 れ 光 を 遮 断 す る 遮 光 層 １ １ ０ と 、 画 素 電 極 ９ に 電 圧 を 供 給 す る 信 号 線 １
１ １ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
 さ ら に 、 ト ラ ン ジ ス タ 部 １ ０ ３ は 、 絶 縁 層 を 分 離 す る 分 離 酸 化 膜 １ １ ２ と 、 ド レ イ ン 、
ソ ー ス 、 ゲ ー ト 、 静 電 容 量 等 か ら な る ト ラ ン ジ ス タ １ １ ３ と 、 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 全 体 を
支 持 す る 半 導 体 基 板 １ １ ４ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
 こ れ ら の 、 半 導 体 基 板 上 に ト ラ ン ジ ス タ 部 １ ０ ３ 、 配 線 部 １ ０ ２ 、 液 晶 構 成 部 １ ０ １ を
順 に 積 み 上 げ て 各 機 能 部 分 を 形 成 す る こ と に よ り 各 機 能 部 分 の 位 置 合 わ せ を 正 確 に 行 え る
の で 、 高 性 能 な 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 を 作 成 す る こ と が 出 来 た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ８ ３ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
 し か し な が ら 、 従 来 の 半 導 体 基 板 上 に ト ラ ン ジ ス タ 部 １ ０ ３ 、 配 線 部 １ ０ ２ 、 液 晶 構 成
部 １ ０ １ を 順 に 積 み 上 げ て 各 機 能 部 分 を 形 成 す る こ と は 、 各 機 能 部 分 の 位 置 合 わ せ を 正 確
に 行 え る も の の 、 各 機 能 部 分 で の 欠 陥 が 一 箇 所 で も 生 じ る と 全 体 が 不 良 品 と な り 、 し か も
全 て の 機 能 を 形 成 し た 後 で な け れ ば 欠 陥 の 調 査 は 行 え な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
 更 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 画 素 電 極 間 の 隙 間 か ら 入 射 光 が 入 り 込 み ト ラ ン ジ ス タ 部 １ ０ ３
の 領 域 で 乱 反 射 光 と な っ て ト ラ ン ジ ス タ に よ る 画 像 情 報 の 正 常 な 制 御 を 困 難 に し て 反 射 型
液 晶 表 示 素 子 か ら 出 力 さ れ る 反 射 光 の 品 質 を 劣 化 さ せ る と 言 う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 作 製 手 順 の
途 中 で 配 線 部 と ト ラ ン ジ ス タ 部 の 動 作 確 認 に よ り 不 良 品 を 除 去 し て 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の
良 品 の み を 効 率 よ く 作 製 で き 、 し か も 、 半 導 体 基 板 上 に 順 番 に 各 機 能 部 を 積 み 上 げ る こ と
な く 、 画 素 電 極 間 の 隙 間 か ら 入 射 光 が ト ラ ン ジ ス タ 部 に 入 り 込 ま な い 、 反 射 型 液 晶 表 示 素
子 を 作 製 す る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 及 び 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 発 明 に お け る 第 １ の 発 明 は 、 配 線 基 板 上 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 貼 り 合 わ せ
た 後 、 第 １ 配 向 膜 、 液 晶 層 、 第 ２ 配 向 膜 、 光 透 過 性 共 通 電 極 、 光 透 過 性 基 板 を 順 次 積 層 す
る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に お い て 、 前 記 配 線 基 板 側 を 研 磨 台 に ワ ッ ク ス を 用 い て
貼 り 付 け 、 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 研 磨 を 行 っ て 所 定 厚 さ に し た 後 、 有 機 溶 剤 処
理 に よ っ て 、 配 線 基 板 と と も に 、 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 が 貼 り 付 け ら れ た 前 記 研
磨 台 の 領 域 以 外 の 前 記 ワ ッ ク ス を 除 去 し 、 次 に 、 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 上 に 常 温
で の 真 空 蒸 着 を 行 っ て 第 １ 配 向 膜 を 形 成 し 、 予 め 前 記 光 透 過 性 基 板 上 に 前 記 光 透 過 性 共 通
電 極 、 前 記 第 ２ 配 向 膜 を 積 層 し た も の を 用 意 し 、 前 記 第 ２ 配 向 膜 と 前 記 第 １ 配 向 膜 と を 所
定 の 間 隙 を 有 し て 前 記 光 透 過 性 基 板 と 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 対 向 配 置 さ せ た 後
、 前 記 所 定 の 間 隙 に 前 記 液 晶 層 を 注 入 し 、 次 に 、 貼 り あ わ さ れ た 前 記 光 透 過 性 基 板 、 前 記
配 線 基 板 及 び 前 記 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 前 記 研 磨 台 か ら 剥 離 し て 作 成 す る こ と を 特
徴 と す る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 を 提 供 す る 。
 本 願 発 明 に お け る 第 ２ の 発 明 は 、 読 み 出 し 光 に 応 じ た 電 気 信 号 に よ り 変 調 を 行 っ た 後 液
晶 層 で 光 変 調 を 行 い 、 更 に 、 反 射 画 素 電 極 で 反 射 し て 取 り 出 さ れ た 画 像 光 に よ り 表 示 を 行
う 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 に お い て 、 表 面 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 形 成 さ れ た 基 板 と 、 前 記 基 板
の 裏 面 と の 間 に 所 定 の 間 隙 を 有 し て 対 向 配 置 さ れ た 透 明 基 板 と 、 前 記 所 定 の 間 隙 に 挿 入 さ
れ た 前 記 液 晶 層 と 、 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 配 線 基 板 上 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 貼 り 合 わ せ た 後 、 第 １ 配 向
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膜 、 液 晶 層 、 第 ２ 配 向 膜 、 光 透 過 性 共 通 電 極 、 光 透 過 性 基 板 を 順 次 積 層 す る 反 射 型 液 晶 表
示 素 子 の 作 製 方 法 に お い て 、 配 線 基 板 側 を 研 磨 台 に ワ ッ ク ス を 用 い て 貼 り 付 け 、 ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 研 磨 を 行 っ て 所 定 厚 さ に し た 後 、 有 機 溶 剤 処 理 に よ っ て 、 配 線 基 板 と
と も に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 が 貼 り 付 け ら れ た 研 磨 台 の 領 域 以 外 の ワ ッ ク ス を 除 去
し 、 次 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 上 に 常 温 で の 真 空 蒸 着 を 行 っ て 第 １ 配 向 膜 を 形 成 し
、 予 め 光 透 過 性 基 板 上 に 光 透 過 性 共 通 電 極 、 第 ２ 配 向 膜 を 積 層 し た も の を 用 意 し 、 第 ２ 配
向 膜 と 第 １ 配 向 膜 と を 所 定 の 間 隙 を 有 し て 光 透 過 性 基 板 と ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 対
向 配 置 さ せ た 後 、 所 定 の 間 隙 に 液 晶 層 を 注 入 し 、 次 に 、 貼 り あ わ さ れ た 光 透 過 性 基 板 、 配
線 基 板 及 び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 を 研 磨 台 か ら 剥 離 し て 作 成 す る こ と に よ り 、 半 導 体
基 板 上 に 順 番 に 各 機 能 部 を 積 み 上 げ る こ と な く 、 ま た 、 画 素 電 極 間 の 隙 間 か ら 入 射 光 が ト
ラ ン ジ ス タ 部 に 入 り 込 ま な い 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 及 び 反 射 型 液 晶 表 示 素 子
つ い て 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に よ り 作 製 し た 反 射
型 液 晶 素 子 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 複 数 の 半 導 体 基 板 上 に ト ラ ン ジ ス タ 部 と 、 配 線 部 を
そ れ ぞ れ 形 成 し た こ と を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 半 導 体 基 板 上 に ト ラ ン ジ ス タ 部 を 形 成 し た 基 板 を 研
磨 す る 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 最 初 に 荒 く 研 磨 し た 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は
平 坦 に 研 磨 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ４ は 、 研 磨 し た 後 に 各 機 能 材 料 を 成 膜 す る 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 絶 縁 膜 を 成
膜 す る 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 絶 縁 膜 に 重 ね て 画 素 電 極 を 形 成 す る 状 態 を 示 す 図 で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に よ り 作
製 し た 反 射 型 液 晶 素 子 １ は 、 液 晶 構 成 部 ４ に 加 え る 電 圧 供 給 路 を 形 成 す る 配 線 部 ２ と 、 表
示 す る 画 像 に 応 じ た 配 向 膜 間 に 加 え る 電 圧 を 生 成 す る ド レ イ ン 、 ソ ー ス 、 ゲ ー ト か ら な る
ト ラ ン ジ ス タ 部 ３ と 、 配 向 膜 間 に 電 圧 を か け る こ と に よ り 液 晶 の 配 列 を 制 御 し て 表 示 す る
画 像 に 応 じ た 反 射 光 を 生 成 す る 液 晶 構 成 部 ４ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
 す な わ ち 、 読 み 出 し 光 を 液 晶 層 で 光 変 調 し た 後 、 反 射 し て 取 り 出 さ れ た 反 射 光 に よ り 表
示 を 行 う 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 １ に お い て 、 表 面 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 形 成 さ れ た 半 導 体 基
板 基 板 ５ と 、 前 記 基 板 ５ の 裏 面 と の 間 に 所 定 の 間 隙 を 有 し て 対 向 配 置 さ れ た 透 明 基 板 ２ ０
と 、 前 記 所 定 の 間 隙 に 挿 入 さ れ た 液 晶 １ ７ と 、 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
 配 線 部 ２ は 、 配 線 部 ２ の 各 機 能 材 料 を 支 持 す る 半 導 体 基 板 ５ と 、 配 線 を 行 う 金 属 電 極 ６
、 ７ と か ら 構 成 さ れ る 。
 ト ラ ン ジ ス タ 部 ３ は 、 配 線 部 ２ の 金 属 電 極 ７ と 結 合 す る 金 属 電 極 ９ と 、 ト ラ ン ジ ス タ 内
の 配 線 を 行 う 配 線 用 金 属 部 １ ０ と 、 絶 縁 層 を 分 離 す る 分 離 絶 縁 膜 １ １ と 、 ド レ イ ン 、 ソ ー
ス 、 ゲ ー ト 等 か ら な る ト ラ ン ジ ス タ １ ２ と 、 半 導 体 部 分 の 機 能 材 料 を 支 持 す る 半 導 体 基 板
１ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
 液 晶 構 成 部 ４ は 、 画 素 電 極 を 保 護 す る 絶 縁 膜 １ ４ と 、 画 素 を 選 択 し て 配 向 膜 に 電 圧 を 加
え る 画 素 電 極 １ ５ と 、 液 晶 の 配 列 を 制 御 す る 配 向 膜 １ ６ と 、 加 え ら れ た 電 圧 に よ り 配 列 が
制 御 さ れ 透 過 率 が 変 動 す る 液 晶 １ ７ と 、 透 明 電 極 か ら 電 圧 を 加 え ら れ 液 晶 の 配 列 を 制 御 す
る 配 向 膜 １ ８ と 、 配 向 膜 １ ８ に 電 圧 を 加 え る 透 明 電 極 １ ９ と 、 液 晶 １ ７ を 保 護 す る 透 明 基
板 ２ ０ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
 そ し て 、 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 １ の 動 作 を 説 明 す る と 、 液 晶 構 成 部 ４ の 透 明 基 板 ２ ０ 側 か
ら 入 射 光 を 入 力 し 、 液 晶 １ ７ を 経 由 し て 画 素 電 極 １ ５ で 入 射 光 は 反 射 さ れ て 反 射 光 と な り
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再 び 液 晶 １ ７ を 経 由 し て 透 明 基 板 ２ ０ 側 か ら ト ラ ン ジ ス タ 部 ３ に 供 給 さ れ た 画 像 情 報 に よ
り 制 御 さ れ た 反 射 光 と な っ て 出 力 さ れ 図 示 し て い な い ス ク リ ー ン に 画 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 反 射 型 液 晶 素 子 １ は 、 ト ラ ン ジ ス タ 部 ３
と 、 液 晶 構 成 部 ４ と の 間 に 光 を 透 さ な い 半 導 体 基 板 １ ３ を 介 在 さ せ る こ と に よ り 、 画 素 電
極 １ ５ 間 の 隙 間 に 入 射 光 が 侵 入 し て も 半 導 体 基 板 １ ３ に お い て 遮 光 さ れ る か ら ト ラ ン ジ ス
タ １ ２ に は 届 か ず 、 従 っ て ト ラ ン ジ ス タ １ ２ は 入 射 光 に よ り 誤 動 作 を 生 じ な い の で 、 鮮 明
な 画 像 情 報 で 制 御 さ れ た 反 射 光 を 生 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
 配 線 基 板 ５ 上 に ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ３ を 貼 り 合 わ せ た 後 、 第 １ 配 向 膜 １ ６ 、 液
晶 層 １ ７ 、 第 ２ 配 向 膜 １ ８ 、 光 透 過 性 共 通 電 極 １ ９ 、 光 透 過 性 基 板 ２ ０ を 順 次 積 層 す る 反
射 型 液 晶 表 示 素 子 １ の 作 製 方 法 に お い て 、 配 線 基 板 側 ５ を 研 磨 台 に ワ ッ ク ス を 用 い て 貼 り
付 け 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ３ の 研 磨 を 行 っ て 所 定 厚 さ に し た 後 、 有 機 溶 剤 処 理 に
よ っ て 、 配 線 基 板 ５ と と も に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ３ が 貼 り 付 け ら れ た 研 磨 台 の
領 域 以 外 の ワ ッ ク ス を 除 去 し 、 次 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ３ 上 に 常 温 で の 真 空 蒸
着 を 行 っ て 第 １ 配 向 膜 １ ６ を 形 成 し 、 予 め 光 透 過 性 基 板 ２ ０ 上 に 光 透 過 性 共 通 電 極 １ ９ 、
第 ２ 配 向 膜 １ ８ を 積 層 し た も の を 用 意 し 、 第 ２ 配 向 膜 １ ８ と 第 １ 配 向 膜 １ ６ と を 所 定 の 間
隙 を 有 し て 光 透 過 性 基 板 ２ ０ と ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ３ と を 対 向 配 置 さ せ た 後 、 所
定 の 間 隙 に 液 晶 層 １ ７ を 注 入 し 、 次 に 、 貼 り あ わ さ れ た 光 透 過 性 基 板 ２ ０ 、 配 線 基 板 ５ 及
び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ３ を 研 磨 台 か ら 剥 離 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
 そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 半 導 体 基 板 ５ に 配 線 部 ２ の 構 成 材 料 を 、 次 に 半 導 体 基 板 １
３ に ト ラ ン ジ ス タ 部 ３ の 構 成 材 料 を 成 膜 し 、 研 磨 す る 半 導 体 基 板 １ の 断 面 位 置 Ａ － Ａ を 設
定 す る 。 こ こ で 配 線 部 ２ と ト ラ ン ジ ス タ 部 ３ の 動 作 確 認 を 行 い 正 常 に 動 作 し て い る も の を
選 別 す る 。
 次 に 正 常 に 動 作 し て い る 配 線 部 ２ と ト ラ ン ジ ス タ 部 ３ と か ら な る 、 配 線 基 板 ５ の 金 属 電
極 ７ と 半 導 体 基 板 １ ３ の 金 属 電 極 ９ と を Ｓ ｎ － Ａ ｇ 等 の 鉛 フ リ ー ハ ン ダ で 接 着 固 定 す る 。
 こ れ ら の 、 そ れ ぞ れ の 金 属 電 極 を Ｓ ｎ － Ａ ｇ 等 の 鉛 フ リ ー ハ ン ダ で 接 着 固 定 し た 配 線 基
板 ５ と 半 導 体 基 板 １ ３ は 、 反 り や ゆ が み の 発 生 し な い よ う 全 て 研 磨 台 に 半 導 体 基 板 ５ 側 を
ワ ッ ク ス で 固 定 し た 状 態 で 行 う 。
 そ し て 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 断 面 位 置 Ａ － Ａ を 最 初 は 荒 く 研 磨 し 、 次 第 に 細 か く 研
磨 し て 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う な 平 坦 面 と な る よ う 研 磨 す る 。
 次 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 研 磨 面 の 上 か ら 液 晶 構 成 部 ４ の 構 成 材 料 を 順 次 構 成 す る 。
 最 後 に 、 ワ ッ ク ス を 有 機 溶 剤 処 理 に よ っ て 溶 か し 、 配 線 基 板 ５ 側 を 研 磨 台 か ら 剥 離 す る
こ と に よ り 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 １ を 完 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
 以 上 述 べ て き た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に よ
れ ば 、 作 製 手 順 の 途 中 で 配 線 部 ２ と ト ラ ン ジ ス タ 部 ３ の 動 作 確 認 を 行 っ て 不 良 品 を 除 去 す
る こ と に よ り 、 正 常 に 動 作 し て い る も の を 選 別 す る の で 、 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 良 品 の み
を 効 率 よ く 作 製 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に よ り 作 製 し た 反 射 型
液 晶 素 子 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 複 数 の 半 導 体 基 板 上 に ト ラ ン ジ ス タ 部 と 、 配 線 部 を そ
れ ぞ れ 形 成 し た こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 り 、 半 導 体 基 板 上 に ト ラ ン ジ ス タ 部 を 形 成 し た 基 板 を 研 磨
す る 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 最 初 に 荒 く 研 磨 し た 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 平
坦 に 研 磨 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 研 磨 し た 後 に 各 機 能 材 料 を 成 膜 す る 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 絶 縁 膜 を 成 膜
す る 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 絶 縁 膜 に 重 ね て 画 素 電 極 を 形 成 す る 状 態 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 反 射 型 液 晶 表 示 素 子 の 作 製 方 法 に よ り 作 製 し た 反 射 型 液 晶 素 子 の 構 成 を 示
す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 　 １ ・ ・ ・ 反 射 型 液 晶 素 子 、 ２ ・ ・ ・ 配 線 部 、 ３ ・ ・ ・ ト ラ ン ジ ス タ 部 、 ４ ・ ・ ・ 液
晶 構 成 部 、 ５ ・ ・ ・ 配 線 基 板 、 ６ ・ ・ ・ 金 属 電 極 、 ７ ・ ・ ・ 金 属 電 極 、 ８ ・ ・ ・ 接 着 剤 、
９ ・ ・ ・ 金 属 電 極 、 １ ０ ・ ・ ・ 配 線 用 金 属 部 、 １ １ ・ ・ ・ 分 離 絶 縁 膜 、 １ ２ ・ ・ ・ ト ラ ン
ジ ス タ 、 １ ３ ・ ・ ・ 半 導 体 基 板 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 、 １ ４ ・ ・ ・ 絶 縁 膜 、 １ ５ ・
・ ・ 画 素 電 極 、 １ ６ ・ ・ ・ 配 向 膜 、 第 １ 配 向 膜 、 １ ７ ・ ・ ・ 液 晶 、 １ ８ ・ ・ ・ 配 向 膜 、 第
２ 配 向 膜 、 １ ９ ・ ・ ・ 透 明 電 極 、 光 透 過 性 共 通 電 極 、 ２ ０ ・ ・ ・ 透 明 基 板 、 光 透 過 性 基 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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解决的问题：制造反射型液晶显示元件，其中入射光不从像素电极之间
的间隙进入晶体管部分，而无需在半导体基板上顺序地堆叠功能部分；
以及 提供了一种反射型液晶显示装置。 SOLUTION：将附着在布线基板
5上的有源矩阵基板13抛光至预定厚度，除抛光台附着有源矩阵基板13的
区域以外的蜡与布线基板5一起去除，以去除有源矩阵。 通过在基板13
上进行真空沉积来形成第一取向膜16，并且将透光公共电极19和第二取
向膜18预先层压在透光衬底20上，以形成第二取向膜18和第二取向膜
18。 （1）将透光基板20和有源矩阵基板13布置成在取向膜16之间具有
预定间隙，并且将液晶层注入到预定间隙中，并且将透光基板20，布线
基板5和有源层粘贴在一起。 从抛光台上剥离基质基板13。 [选型图]图1
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